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  今年度の学力向上の取組を振り返り、来年度の計画を立てる時期かと思います。諸調査分析や児童生徒の実態から、教

科の資質・能力と学年や教科を超えた資質・能力の育成に向けて教職員全体でどのように取り組んでいくか、確かな学力

育成プランを活用して具体的に計画していきましょう。すべての子どもたちの学力向上とウェルビーイングの実現のために！ 

県南教育事務所 

教 育 情 報 nanpu 
令和８年３月６日（金） 

 Ｎo．19【 通巻 第 259号 】 

  文責 ： 教務課指導班  

  今年度、学力向上に係る様々な事業を実施してきました。その中でも、「つまずきを生かした児童生徒一人ひとりの資

質・能力の向上」を目指す確かな学力育成プロジェクトについて、学校の組織的な取組の推進の視点で実施した２つの

研修会を振り返ります。各校で取り組んだ実践をもとに、新年度に向けた改善の参考にしていただきたいと思います。 

 

 

○説明「本県及び管内の学力向上の取組について」 

○実践発表 

「検証改善サイクルモデル校の実践から」 

○情報交換 

  「『確かな学力育成プラン』の活用について」 

◆ 調査結果を分析する際には、「各教科で解決
すべき課題」と「学年や教科を超えて共通す
る課題」を洗い出すこと。 

◆ 調査結果は、対象学年・教科の課題とする
のではなく、学校全体で育成を目指す資質・
能力として捉え、全教職員がそれぞれの担当
で共通の課題解決を目指すこと。 

◆ そのために、授業を見る視点等を校内で共
有するとともに、授業づくりについて学年や
教科を超えて教員同士が学び合う場を設定
し、授業研究の活性化を図ること。 

 

○説明「令和８年度教育課程編成の留意点」 

○講義「令和７年度全国学力・学習状況調査の結果

を踏まえた当面の対応について」 

○協議「確かな学力の育成に向けた取組の改善」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
①  諸調査結果を分析し、小問毎に育成を目指す資
質・能力にもとづいて課題を明らかにし、学年や内
容の系統を踏まえ、授業研究会や学校公開等を通
じて授業改善を図る。 

 
②  単元や題材など内容や時間のまとまりを見通し
て、単元の学習内容や単位時間の目標について、ま
とめ方や指導の重点のつけ方を考える。 

 
③  学年や内容、教科等間などから「学びのつなが
り」を意識した指導を行う。 

 
④  各校における教育課程及び学校運営計画書と確
かな学力育成プランの関連と取組の具体性につい
て確認し、教育課程を編成する。 

 
⑤  学期ごと、諸調査ごと、授業研究会ごと等、複数
回取組を見直し、改善を図る。 

 
⑥  いつ、何について、どのように実施するのかを明
確にし、目的と必要感をもって授業研究会を実施す
る。 

研究主任研修会 教務主任研修会 

＜協議の様子＞ 

校内研の工夫に
ついて、各校の取組
を交流しました。 

交流する中で、新
しい校内研のアイデ
ィアも生まれました。 

「令和７年度全国学力・学習状況調査の結果を踏ま
えた当面の対応について」（令和７年９月 24日付教学
第 1116 号）をもとに、つまずきの見られる内容や、各
教科指導の改善方策など、主に算数、数学、英語につ
いての授業改善の視点を具体的に確認しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  教科指導（算数・数学・英語）の改善方策に基づく具体的な授業づくりに

ついて、総合教育センターで希望研修講座が実施されます。どなたでも申し

込むことができますので、ぜひ、ご活用ください！ 

○中学校数学授業づくり研修講座（5月 12日（火）予定） 

○中学校英語授業づくり研修講座（5月 13日（水）予定） 

○小学校算数授業づくり研修講座（5月 27日（水）予定） 
 
＊申し込みが早いので、お気を付けください。 

学年や教科を超えて共通する課題を解決するための取組 

つまずきの様子から、各教科で解決すべき課題を明らかにする 

内容や時間のまとまり、学びのつながりを意識した単元づくりを 

つまずきに応じた授業研究にチャレンジ！ 

第６９回岩手県教育研究発表会 特設分科会１ 学力向上 資料より 


